
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された画像データに対して画像処理を施すための画像処理装置であって、
　画像データに含まれる画素データが文字領域の画素データであるか否かを判定するため
の文字領域画素判定手段と、
　画像データに含まれる画素データが網点領域の画素データであるか否かを判定するため
の網点領域画素判定手段と、
　上記文字領域画素判定手段によって文字領域の画素データと判定され、かつ、上記網点
領域画素判定手段によって網点領域の画素データと判定された画素データを注目画素とし
て、その注目画素の周辺画素 文字領域 と判定された画
素の数をカウントする文字領域画素カウント手段と、
　上記文字領域画素カウント手段のカウント値が第１閾値以上である場合に、注目画素を
文字領域の画素と認定し、上記文字領域画素カウント手段のカウント値が第１閾値未満で
ある場合に、注目画素を網点領域の画素と認定する領域認定手段とを含むことを特徴とす
る画像処理装置。
【請求項２】
　上記文字領域画素カウント手段は、注目画素を中心とするＭ列×Ｎ行の画素を抽出し、
それらの画素の中から文字領域と判定された画素の数をカウントするものであることを特
徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
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　上記文字領域画素カウント手段は、注目画素を中心とするＭ列×Ｎ行の画素を抽出し、
それらの画素のうち注目画素を含む複数の参照範囲内の画素の中から文字領域と判定され
た画素の数をカウントするものであって、
　上記領域認定手段は、上記文字領域画素カウント手段による各参照範囲のカウント値の
うち１つでも第２閾値以上であれば、注目画素を文字領域の画素と認定し、上記文字領域
画素カウント手段による各参照範囲のカウント値がすべて第２閾値未満であれば、注目画
素を網点領域の画素と認定するものであることを特徴とする請求項１記載の画像処理装置
。
【請求項４】
　入力された画像データに対して画像処理を施すための画像処理装置であって、
　画像データに含まれる画素データが文字領域の画素データであるか否かを判定するため
の文字領域画素判定手段と、
　画像データに含まれる画素データが網点領域の画素データであるか否かを判定するため
の網点領域画素判定手段と、
　上記網点領域画素判定手段によって網点領域の画素データと判定された画素の数をカウ
ントする網点領域画素カウント手段と、
　上記網点領域画素カウント手段のカウント値が第３閾値以上である場合に、網点領域の
画素データと判定された画素と、文字領域および網点領域のいずれとも判定されなかった
画素とに対して同様の画像処理を実行する画像処理手段とを含むことを特徴とする画像処
理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、入力された画像データに対して鮮鋭化処理や平滑化処理などの画像処理を施
すための画像処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
複写機、スキャナ、ファクシミリなどの画像形成装置の中には、原稿読取部で読み取った
原稿の画像データに対して所定の画像処理を施すようになっているものがある。この種の
画像形成装置の中には、文字、網点写真、銀塩写真などが混在した原稿の画像を原稿読取
部で読み取った場合に、画像データを構成する各画素データが属する領域の種類（文字領
域、網点領域、銀塩写真領域、下地領域など）に応じた画像処理（適応処理）を行うよう
になっているものがある。
【０００３】
文字領域の画素データに対しては、たとえば、いわゆるエッジ強調処理などの鮮鋭化処理
が施されて、その画素が周辺画素に対して鮮鋭化される。また、網点領域の画素データに
対しては、たとえば、いわゆる平滑化処理が施されて、その画素の濃度と周辺画素の濃度
が平滑化されることにより、網点領域に生じる濃度むら（いわゆるモアレ縞）が除去され
る。一方、銀塩写真領域や下地領域の画素データに対しては、鮮鋭化処理や平滑化処理は
行われないようになっている。
【０００４】
上記のような適応処理を行う場合、各画素データが属する領域の種類を正確に認定しなけ
れば、その領域に応じた適応処理が施されないこととなり、画質が劣化してしまうおそれ
がある。そこで、各画素データが属する領域の種類を検出するための種々の手法が提案さ
れている（たとえば、特許文献１～３参照）。
【０００５】
【特許文献１】
特開平８－１４９２９７号公報
【特許文献２】
特開平２００２－１１２０１９号公報
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【特許文献３】
特許第２８２４９９１号
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記特許文献１～３に開示されたような手法を用いて文字領域や網点領域
を検出したとしても、文字や絵柄の特徴によっては文字領域か網点領域かの判定が困難と
なり、誤って検出してしまう場合がある。
文字領域に対応する画素データを誤って網点領域と検出した場合には、たとえば、出力さ
れた文字のエッジがぼやけてしまう場合がある。また、網点領域に対応する画素データを
誤って文字領域と検出した場合には、たとえば、出力された網点写真中に不自然なエッジ
が表れる場合がある。
【０００７】
また、網点領域の検出の精度が悪い場合には、網点領域に対応する画素データが銀塩写真
領域や下地領域と検出される場合がある。この場合、網点領域の画素データに対して平滑
化処理が施される領域と、平滑化処理が施されない領域とが混在することとなる。
このように、画素データが属する領域の種類を誤って検出してしまった場合、出力される
画像の画質が劣化してしまうおそれがある。
【０００８】
この発明は、かかる背景のもとでなされたもので、画質の劣化が抑制された画像処理装置
を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段および発明の効果】
　上記目的を達成するための請求項１記載の発明は、入力された画像データに対して画像
処理を施すための画像処理装置（１）であって、画像データに含まれる画素データが文字
領域の画素データであるか否かを判定するための文字領域画素判定手段（３）と、画像デ
ータに含まれる画素データが網点領域の画素データであるか否かを判定するための網点領
域画素判定手段（４）と、上記文字領域画素判定手段によって文字領域の画素データと判
定され、かつ、上記網点領域画素判定手段によって網点領域の画素データと判定された画
素データ（パターンＡ）を注目画素として、その注目画素の周辺画素 文字領域

と判定された画素（パターンＢ）の数をカウントする文字領域画
素カウント手段（５）と、上記文字領域画素カウント手段のカウント値が第１閾値（Ｖ１
）以上である場合に、注目画素を文字領域の画素（パターンＢ）と認定し、上記文字領域
画素カウント手段のカウント値が第１閾値未満である場合に、注目画素を網点領域の画素
（パターンＣ）と認定する領域認定手段（６）とを含むことを特徴とする画像処理装置で
ある。
【００１０】
　なお、括弧内の英数字は、後述の実施形態における対応構成要素などを表す。以下、こ
の項において同じ。
　この構成によれば、文字領域および網点領域のいずれにも対応

画素を、その周辺画素に含まれる文字領域 と判定され
た画素の数に基づいて、文字領域および網点領域のいずれかに適切に認定することができ
る。したがって、画素データの属する領域の種類を誤って検出するのを防止できるので、
出力される画像の画質が劣化するのを抑制できる。
【００１１】
請求項２記載の発明のように、上記文字領域画素カウント手段（５）は、注目画素を中心
とするＭ列×Ｎ行（Ｍ，Ｎはそれぞれ自然数）の画素を抽出し、それらの画素の中から文
字領域と判定された画素の数をカウントするものであってもよい。
また、請求項３記載の発明のように、上記文字領域画素カウント手段（５）は、注目画素
を中心とするＭ列×Ｎ行（Ｍ，Ｎはそれぞれ自然数）の画素を抽出し、それらの画素のう
ち注目画素を含む複数の参照範囲（Ｒ１～Ｒ９）内の画素の中から文字領域と判定された
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画素の数をカウントするものであって、上記領域認定手段（６）は、上記文字領域画素カ
ウント手段による各参照範囲のカウント値のうち１つでも第２閾値（Ｖ３）以上であれば
、注目画素を文字領域の画素と認定し、上記文字領域画素カウント手段による各参照範囲
のカウント値がすべて第２閾値未満であれば、注目画素を網点領域の画素と認定するもの
であってもよい。
【００１２】
この構成によれば、抽出したＭ列×Ｎ行の画素の範囲よりもさらに狭い複数の参照範囲内
で文字領域と判定された画素の数をカウントし、各参照範囲のカウント値に基づいて、注
目画素を文字領域および網点領域のいずれかに認定することができる。したがって、文字
領域および網点領域のいずれにも対応する画素を、文字領域および網点領域のいずれかに
より適切に認定することができるので、画素データの属する領域の種類を誤って検出する
のをより確実に防止でき、出力される画像の画質が劣化するのをより効果的に抑制できる
。
【００１３】
請求項４記載の発明は、入力された画像データに対して画像処理を施すための画像処理装
置（１）であって、画像データに含まれる画素データが文字領域の画素データであるか否
かを判定するための文字領域画素判定手段（３）と、画像データに含まれる画素データが
網点領域の画素データであるか否かを判定するための網点領域画素判定手段（４）と、上
記網点領域画素判定手段によって網点領域の画素データと判定された画素（パターンＣ）
の数をカウントする網点領域画素カウント手段（７）と、上記網点領域画素カウント手段
のカウント値が第３閾値（Ｖ２）以上である場合に、網点領域の画素データと判定された
画素（パターンＣ）と、文字領域および網点領域のいずれとも判定されなかった画素（パ
ターンＤ）とに対して同様の画像処理を実行する画像処理手段（８）とを含むことを特徴
とする画像処理装置である。
【００１４】
この構成によれば、画像データに含まれる網点領域に対応する画素の数をカウントし、そ
のカウント値が第３閾値以上である場合（すなわち、画像データに含まれる網点領域の画
素データが比較的多い場合）には、網点領域の画素データと判定された画素と、文字領域
および網点領域のいずれとも判定されなかった画素とに対して同様の画像処理（たとえば
、平滑化処理）を施すことができる。これにより、網点領域の画素データに対して画像処
理が施される領域と、画像処理が施されない領域とが混在するといった事態を防止するこ
とができるので、出力される画像の画質が劣化するのを抑制できる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下には、図面を参照して、この発明の実施形態について具体的に説明する。
図１は、この発明の一実施形態に係る画像処理装置１の概略構成を示すブロック図である
。
この画像処理装置１は、たとえば、複写機、スキャナ、ファクシミリなどの画像形成装置
に備えられ、画像形成装置の原稿読取部で読み取った原稿の画像データに対して所定の画
像処理を行うものである。画像処理後の画像データは、たとえば画像形成部へと送られ、
その画像データに基づく画像が記録用紙に対して転写（出力）される。
【００１６】
画像処理装置１は、マイクロコンピュータにより構成されていて、画像メモリ２、文字領
域検出部３、網点領域検出部４、領域信号合成部５、領域信号置き換え処理部６、網点領
域カウント部７および領域適応処理部８などを機能的に備えている。画像処理装置１に入
力された画像データは、画像メモリ２に入力されて記憶されるとともに、文字領域検出部
３および網点領域検出部４にも入力される。
【００１７】
文字領域検出部３は、入力された画像データを構成する各画素データのうち、文字領域に
対応する画素を検出するものである。この文字領域検出部３における処理としては、たと
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えば、特許第２８２４９９１号に開示されているような周知技術を採用することができる
。すなわち、文字領域検出部３では、入力された画像データの各画素データを順次注目画
素とし、その注目画素および周辺画素の各濃度値を比較して、急激な濃度値の変化が特定
方向に連続している場合に、その注目画素を文字領域に対応する画素として検出する。
【００１８】
網点領域検出部４は、入力された画像データを構成する各画素データのうち、網点領域に
対応する画素を検出するものである。この網点領域検出部４における処理としては、たと
えば、特開２００２－１１２０１９号公報に開示されているような周知技術を採用するこ
とができる。すなわち、網点領域検出部４では、入力された画像データの各画素データを
順次注目画素とし、その注目画素の濃度ピーク候補を検出して、それらの連結状態に基づ
いて網点領域に対応する画素を検出することができる。
【００１９】
文字領域検出部３および網点領域検出部４における各検出結果のデータは、領域信号合成
部５に入力される。領域信号合成部５では、文字領域検出部３からの各画素データが文字
領域に対応する画素であるか否かの検出結果のデータと、網点領域検出部４からの各画素
データが網点領域に対応する画素であるか否かの検出結果のデータとを組み合わせて、各
画素データが下記の４つのパターンＡ～Ｄのうちいずれのパターンの画素データであるか
を判定する。
【００２０】
・パターンＡ：文字領域および網点領域のいずれにも対応する画素データ
・パターンＢ：文字領域にのみ対応する画素データ
・パターンＣ：網点領域にのみ対応する画素データ
・パターンＤ：文字領域および網点領域のいずれにも対応しない画素データ
各画素データが上記４つのパターンＡ～Ｄのうちいずれのパターンであるかの判定結果（
パターン判定結果）のデータは、領域信号置き換え処理部６に入力される。
【００２１】
領域信号合成部５でのパターン判定結果に基づいて、各画素を、
・文字領域に対応する画素
・網点領域に対応する画素
・文字領域および網点領域のいずれにも対応しない画素
のいずれかに認定する場合、上記４つのパターンＡ～Ｄのうち、パターンＢ～Ｄと判定さ
れた画素データは、その判定結果通りの画素（すなわち、パターンＢは文字領域に対応す
る画素、パターンＣは網点領域に対応する画素、パターンＤは文字領域および網点領域の
いずれにも対応しない画素）と認定すればよいが、パターンＡと判定された画素データは
、文字領域および網点領域のいずれの画素とも認定できない。
【００２２】
そこで、領域信号置き換え処理部６では、パターンＡと判定された画素データを注目画素
として、その注目画素および周辺画素を抽出し、それらの周辺画素の中からパターンＢ（
文字領域にのみ対応する画素データ）と判定された画素をカウントすることにより、その
カウント値に基づいて、注目画素を文字領域に対応する画素、または網点領域に対応する
画素に認定する（置き換える）ことができるようになっている（領域信号置き換え処理）
。
【００２３】
図２は、領域信号置き換え処理時に抽出する注目画素およびその周辺画素の一例を示す図
である。
この実施形態では、領域信号置き換え処理時には、たとえば、注目画素を中心とするＭ列
×Ｎ行（たとえば、９列×９行などの奇数列×奇数行）の画素が抽出される。すなわち、
注目画素の座標を（Ｘ，Ｙ）とすると、（Ｘ－ (Ｍ－１ )／２，Ｙ－ (Ｎ－１ )／２）、（Ｘ
＋ (Ｍ－１ )／２，Ｙ－ (Ｎ－１ )／２）、（Ｘ－ (Ｍ－１ )／２，Ｙ＋ (Ｎ－１ )／２）、（Ｘ
＋ (Ｍ－１ )／２，Ｙ＋ (Ｎ－１ )／２）の各座標を頂点とする矩形領域内の画素が抽出され
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、これらの各画素の中からパターンＢと判定された画素がカウントされる。
【００２４】
そして、パターンＢと判定された画素のカウント値（文字領域画素カウント値）が所定の
閾値Ｖ１（たとえば、「２５」）以上であれば、注目画素のパターン判定結果のデータを
、パターンＡからパターンＢに置き換える。一方、文字領域画素カウント値が閾値Ｖ１未
満であれば、注目画素のパターン判定結果のデータを、パターンＡからパターンＣに置き
換える。このようにして領域信号置き換え処理が施された後のパターン判定結果のデータ
は、領域適応処理部８に入力される。
【００２５】
この構成によれば、文字領域および網点領域のいずれにも対応する画素（パターンＡ）を
、その周辺画素に含まれる文字領域と判定された画素（パターンＢ）の数に基づいて、文
字領域および網点領域のいずれかに適切に置き換えることができる。したがって、画素デ
ータの属する領域の種類を誤って検出するのを防止できるので、出力される画像の画質が
劣化するのを抑制できる。
ただし、領域信号置き換え処理部６では、周辺画素の中からパターンＢ（文字領域にのみ
対応する画素データ）と判定された画素をカウントするのではなく、パターンＣ（網点領
域にのみ対応する画素データ）と判定された画素をカウントするものであってもよい。こ
の場合、パターンＣと判定された画素のカウント値が所定の閾値以上であれば、注目画素
のパターン判定結果のデータを、パターンＡからパターンＣに置き換え、上記所定の閾値
未満であれば、注目画素のパターン判定結果のデータを、パターンＡからパターンＢに置
き換えるようになっていてもよい。
【００２６】
再び図１を参照して、領域適応処理部８には、画像メモリ２に記憶された画像データが入
力されるようになっている。この領域適応処理部８は、画像メモリ２から入力された画像
データに対して、各画素データが属する領域の種類（文字領域や網点領域など）に応じた
画像処理（適応処理）を行うためのものである。適応処理には、所定の画素と周辺画素の
濃度差を大きくすることによって、その所定の画素を周辺画素に対して鮮鋭化する鮮鋭化
処理や、所定の画素と周辺画素の濃度差を小さくすることによって、その所定の画素の濃
度と周辺画素の濃度を平滑化する平滑化処理などが含まれる。
【００２７】
この実施形態では、文字領域と認定された画素に対しては、鮮鋭化処理として、文字の輪
郭を強調させるためのエッジ強調処理が行われるようになっている。また、網点領域と認
定された画素に対しては、平滑化処理が行われ、網点領域に生じる濃度むら（いわゆるモ
アレ縞）が除去されるようになっている。一方、文字領域および網点領域のいずれでもな
い他の領域（たとえば、銀塩写真に対応する領域や、下地に対応する領域など）と認定さ
れた画素に対しては、エッジ強調処理および平滑化処理のいずれも行われないようになっ
ている。
【００２８】
しかしながら、網点領域検出部４における検出の精度が悪い場合には、網点領域に対応す
る画素がパターンＤと判定される場合がある。この場合、網点領域の画素データに対して
平滑化処理が施される領域と、平滑化処理が施されない領域とが混在することとなり、出
力された画像の画質が劣化してしまうおそれがある。
そこで、この実施形態では、網点領域カウント部７において、網点領域検出部４から入力
された検出結果のデータに基づいて画像データに含まれる網点領域の画素数をカウントし
、その網点領域の画素数（網点領域画素カウント値）に応じて、パターンＣと判定された
画素およびパターンＤと判定された画素に対して、平滑化処理を行ったり、行わなかった
りするようになっている。
【００２９】
より具体的には、網点領域画素カウント値が所定の閾値Ｖ２（たとえば、「３５００００
」（Ａ４サイズの画像を６００ｄｐｉで読み取った場合、７０００×５０００画素の全画
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素数の１／１００の値））以上であれば、パターンＣと判定された画素およびパターンＤ
と判定された画素に対して平滑化処理を施す一方、網点領域画素カウント値が閾値Ｖ２未
満であれば、パターンＣと判定された画素およびパターンＤと判定された画素のいずれに
対しても適応処理を施さないようになっている。
【００３０】
この構成によれば、画像データに含まれる網点領域に対応する画素（パターンＣ）の数を
カウントし、そのカウント値が閾値Ｖ２以上である場合（すなわち、画像データに含まれ
る網点領域の画素データが比較的多い場合）には、網点領域の画素データと判定された画
素（パターンＣ）と、文字領域および網点領域のいずれとも判定されなかった画素（パタ
ーンＤ）とに対して同様の画像処理（平滑化処理）を施すことができる。これにより、網
点領域の画素データに対して画像処理が施される領域と、画像処理が施されない領域とが
混在するといった事態を防止することができるので、出力される画像の画質が劣化するの
を抑制できる。
【００３１】
図３は、領域信号置き換え処理の態様の変形例について説明するための図である。
この変形例では、上記実施形態のように、領域信号置き換え処理時に抽出したＭ列×Ｎ行
のすべての画素の中からパターンＢと判定された画素をカウントするのではなく、Ｍ列×
Ｎ行の画素のうち注目画素（Ｘ，Ｙ）を含む複数の参照範囲内（たとえば、図３（ａ）～
（ｉ）に示す９つの参照範囲Ｒ１～Ｒ９内）の画素の中から、パターンＢと判定された画
素をそれぞれカウントするようになっている。
【００３２】
より具体的には、Ｍ列×Ｎ行の画素のうち、
▲１▼（Ｘ－ (Ｍ－１ )／２，Ｙ－ (Ｎ－１ )／２）、（Ｘ，Ｙ－ (Ｎ－１ )／２）、（Ｘ－ (
Ｍ－１ )／２，Ｙ）、（Ｘ，Ｙ）の各座標を頂点とする矩形領域（参照範囲Ｒ１；図３（
ａ）参照）
▲２▼（Ｘ－ (Ｍ－１ )／４，Ｙ－ (Ｎ－１ )／２）、（Ｘ＋ (Ｍ－１ )／４，Ｙ－ (Ｎ－１ )／
２）、（Ｘ－ (Ｍ－１ )／４，Ｙ）、（Ｘ＋ (Ｍ－１ )／４，Ｙ）の各座標を頂点とする矩形
領域（参照範囲Ｒ２；図３（ｂ）参照）
▲３▼（Ｘ，Ｙ－ (Ｎ－１ )／２）、（Ｘ＋ (Ｍ－１ )／２，Ｙ－ (Ｎ－１ )／２）、（Ｘ，Ｙ
）、（Ｘ＋ (Ｍ－１ )／２，Ｙ）の各座標を頂点とする矩形領域（参照範囲Ｒ３；図３（ｃ
）参照）
▲４▼（Ｘ－ (Ｍ－１ )／２，Ｙ－ (Ｎ－１ )／４）、（Ｘ，Ｙ－ (Ｎ－１ )／４）、（Ｘ－ (
Ｍ－１ )／２，Ｙ＋ (Ｎ－１ )／４）、（Ｘ，Ｙ＋ (Ｎ－１ )／４）の各座標を頂点とする矩
形領域（参照範囲Ｒ４；図３（ｄ）参照）
▲５▼（Ｘ－ (Ｍ－１ )／４，Ｙ－ (Ｎ－１ )／４）、（Ｘ＋ (Ｍ－１ )／４，Ｙ－ (Ｎ－１ )／
４）、（Ｘ－ (Ｍ－１ )／４，Ｙ＋ (Ｎ－１ )／４）、（Ｘ＋ (Ｍ－１ )／４，Ｙ＋ (Ｎ－１ )／
４）の各座標を頂点とする矩形領域（参照範囲Ｒ５；図３（ｅ）参照）
▲６▼（Ｘ，Ｙ－ (Ｎ－１ )／４）、（Ｘ＋ (Ｍ－１ )／２，Ｙ－ (Ｎ－１ )／４）、（Ｘ，Ｙ
＋ (Ｎ－１ )／４）、（Ｘ＋ (Ｍ－１ )／２，Ｙ＋ (Ｎ－１ )／４）の各座標を頂点とする矩形
領域（参照範囲Ｒ６；図３（ｆ）参照）
▲７▼（Ｘ－ (Ｍ－１ )／２，Ｙ）、（Ｘ，Ｙ）、（Ｘ－ (Ｎ－１ )／２，Ｙ＋ (Ｎ－１ )／２
）、（Ｘ，Ｙ＋ (Ｎ－１ )／２）の各座標を頂点とする矩形領域（参照範囲Ｒ７；図３（ｇ
）参照）
▲８▼（Ｘ－ (Ｍ－１ )／４，Ｙ）、（Ｘ＋ (Ｍ－１ )／４，Ｙ）、（Ｘ－ (Ｍ－１ )／４，Ｙ
＋ (Ｎ－１ )／２）、（Ｘ＋ (Ｍ－１ )／４，Ｙ＋ (Ｎ－１ )／２）の各座標を頂点とする矩形
領域（参照範囲Ｒ８；図３（ｈ）参照）
▲９▼（Ｘ，Ｙ）、（Ｘ＋ (Ｍ－１ )／２，Ｙ）、（Ｘ，Ｙ＋ (Ｎ－１ )／２）、（Ｘ＋ (Ｍ
－１ )／２，Ｙ＋ (Ｎ－１ )／２）の各座標を頂点とする矩形領域（参照範囲Ｒ９；図３（
ｉ）参照）
が順次参照範囲とされ、各参照範囲Ｒ１～Ｒ９内の画素の中からパターンＢと判定された
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画素がカウントされる。
【００３３】
そして、９つの参照範囲Ｒ１～Ｒ９のうち１つでも文字領域画素カウント値が閾値Ｖ３（
たとえば、「１６」）以上であれば、注目画素のパターン判定結果のデータを、パターン
ＡからパターンＢに置き換える。一方、９つの参照範囲Ｒ１～Ｒ９のすべてにおいて文字
領域画素カウント値が閾値Ｖ３未満であれば、注目画素のパターン判定結果のデータを、
パターンＡからパターンＣに置き換える。
この構成によれば、抽出したＭ列×Ｎ行の画素の範囲よりもさらに狭い複数の参照範囲Ｒ
１～Ｒ９内で文字領域と判定された画素（パターンＢ）の数をカウントし、各参照範囲Ｒ
１～Ｒ９のカウント値に基づいて、注目画素を文字領域および網点領域のいずれかに置き
換えることができる。したがって、文字領域および網点領域のいずれにも対応する画素（
パターンＡ）を、文字領域および網点領域のいずれかにより適切に認定することができる
ので、画素データの属する領域の種類を誤って検出するのをより確実に防止でき、出力さ
れる画像の画質が劣化するのをより効果的に抑制できる。
【００３４】
この発明は、以上の実施形態の内容に限定されるものではなく、請求項記載の範囲内にお
いて種々の変更が可能である。
たとえば、画像処理装置１は、画像形成装置に備えられて、読み取った原稿の画像データ
に対して画像処理を行うものに限らず、画像形成装置とは別個に設けられ、入力された画
像データに対して画像処理を行うものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施形態に係る画像処理装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】領域信号置き換え処理時に抽出する注目画素およびその周辺画素の一例を示す図
である。
【図３】領域信号置き換え処理の態様の変形例について説明するための図である。
【符号の説明】
１　画像処理装置
３　文字領域検出部
４　網点領域検出部
５　領域信号合成部
６　領域信号置き換え処理部
７　網点領域カウント部
８　領域適応処理部
Ｒ１～Ｒ９　参照範囲
Ｖ１～Ｖ３　閾値
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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